


口
　
絵
　
　
駿
河
町
三
井
組
ハ
ウ
ス
の
鯱
（
今
井
町
邸
内
に
移
築
後
）

駿
河
町
三
井
組
ハ
ウ
ス
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
竣
工
し
た
三
階
建
て
の
擬
洋
風
建
築
で
、
三
井
組
や
三
井
銀
行
の
本
拠
地
と
し
て
利
用
さ

れ
た
。
第
一
国
立
銀
行
な
ど
と
と
も
に
錦
絵
や
絵
画
の
題
材
に
も
な
り
、
東
京
の
名
所
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

駿
河
町
三
井
組
ハ
ウ
ス
の
頭
頂
部
に
は
、
一
頭
の
鯱
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
青
銅
製
で
、
高
さ
約
一
七
一
㎝
、
底
部
幅
約
三
八
㎝
、
長
さ
約
八
三
・

六
㎝
あ
っ
た
。
竣
工
当
時
、
鯱
と
富
士
山
を
セ
ッ
ト
に
し
た
絵
も
配
布
さ
れ
た
よ
う
で
、
駿
河
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
富
士
山
と
対
を
な
す
象
徴
的

存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
駿
河
町
に
地
上
四
階
建
て
・
鉄
筋
構
造
の
三
井
本
館
の
建
設
が
始
ま
る
。
こ
れ
に
と
も
な
い
駿
河
町
三
井
組
ハ
ウ

ス
は
解
体
さ
れ
た
が
、
時
期
・
経
緯
不
明
な
が
ら
、
門
牆
と
鯱
は
麻
布
今
井
町
に
あ
っ
た
三
井
北
家
の
邸
内
に
移
築
さ
れ
た
。

口
絵
に
掲
載
し
た
画
像
は
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
四
月
十
四
日
に
今
井
町
邸
で
催
さ
れ
た
、
雛
祭
り
茶
会
の
映
像
の
一
部
で
あ
る
。
屋
外
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
の
様
子
を
撮
影
し
た
シ
ー
ン
か
ら
、
鯱
の
全
景
と
顔
付
近
を
ア
ッ
プ
に
し
た
箇
所
を
切
り
出
し
て
き
た
。
上
画
像
の
背
景
に
見
え

て
い
る
建
物
は
、
庭
に
あ
っ
た
温
室
で
あ
る
。
鯱
は
温
室
を
巡
ら
せ
る
生
垣
の
一
角
に
置
か
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

下
画
像
の
背
景
に
、
屋
外
に
机
を
出
し
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
今
井
町
邸
は
、
国
内
外
の
賓
客
な
ど
を
招
い
た
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
会
場
と
し
て
、
た
び
た
び
利
用
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
戦
前
期
の
記
録
映
像
が
若
干
残
っ
て
お
り
、
招
待
客
の
容
姿
だ
け
で
な
く
、
屋
内
で
の
食
事
の

提
供
、
美
術
品
の
展
示
、
庭
園
開
放
、
庭
に
天
幕
を
張
っ
て
の
軽
食
・
飲
み
物
の
提
供
な
ど
の
様
子
が
映
さ
れ
て
い
る
。
北
家
・
今
井
町
邸
の
社
交
的

な
役
割
を
垣
間
見
ら
れ
よ
う
。

今
井
町
邸
は
戦
時
中
に
空
襲
で
被
災
し
、
戦
後
は
北
家
の
手
を
離
れ
た
。
近
代
三
井
の
黎
明
か
ら
三
井
財
閥
の
終
焉
ま
で
を
見
届
け
た
で
あ
ろ
う
鯱

が
、
こ
れ
ら
の
混
乱
の
中
で
ど
う
な
っ
た
の
か
。
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
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下
向
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）


